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 論文題名 
Association of Fusobacterium species in pancreatic cancer tissues with molecular 
features and prognosis. 
 
【研究目的】近年，悪性腫瘍と常在微生物群ゲノム（microbiome）の関連が注目され
ており，大腸癌では Fusobacterium属がその病態に関与することが明らかになりつつ
ある．一方，膵癌においても，腫瘍組織内における歯周病菌の存在がその発生に影響
するとの報告が最近なされている．よって Fusobacterium属もその原因菌の一つであ
るためその発育進展に関与する可能性があるが，膵癌組織における Fusobacterium属
の存在についての検討は皆無である． 
【研究方法】対象は札幌医科大学付属病院と関連施設で外科的に切除された 283例の
膵管癌の組織検体．それらを用いて，Fusobacterium属の DNAを定量的 PCR法で検
討．さらに生命予後や他の臨床病理学的因子，KRAS（codon12/13/61/146）遺伝子変
異，マイクロサテライト不安定性（MSI），CpG island methylator phenotype（CIMP）
等の分子異常との関連について検討した． 
【研究成績及び考察】Fusobacterium属は 8.8%（25/283）の膵癌症例で同定されたが，
臨床病理学的因子との相関は認められなかった．また分子異常に関する検討では
KRAS変異陽性は膵癌の 68%（195/283），MSIは 0%（0/283），CIMP陽性は 12%
（34/283）であったが，いずれも Fusobacterium属との関連は認められなかった．一
方，Fusobacterium属陽性の膵癌は不良な予後と有意な相関を示した（hazard ratio: 
2.16; 95% confidence interval: 1.12−3.91; P = 0.023)．  
【結論】今回の検討で Fusobacterium 属は一部の膵癌組織内に存在することが明らか
となり，その陽性群は生命予後との相関が認められた． 
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論文題名 
 
 
Association of Fusobacterium species in pancreatic cancer tissues with 
molecular features and prognosis. 
（日本語訳：膵癌におけるフソバクテリウム属と分子生物学的因子および予後
との関連） 
 
結果の要旨 
本研究は、膵癌における Fusobacteriumの存在を検討し，臨床病理学的因子および分子
生物学的因子、さらに生物学的悪性度との関連を明らかにすることを目的として行われた。
その結果、膵癌組織において Fusobacterium DNA が 8.8%の症例で認められ，
Fusobacterium陽性群は陰性群に比べ有意に予後不良であることが明らかになった。また、
膵癌において、CpG island methylator phenotype (CIMP) 陽性群は予後不良と相関した
が、Fusobacteriumと CIMP statusの関連は認められないことが示された。これらの結果
より、Fusobacterium が膵癌の生物学的悪性度に影響を与える可能性が示唆された。本研
究成果は、膵癌の発生・進展の機序を解明する上で重要な知見と考えられ、本論文は博士
論文に値するものと認められた。 
 
 
 
 
